
こ
れ

ま
で

の
取

組

浸
水
被
害
発
生
箇
所
(R
3)

○
浸

水
状

況
平
成
２
５
年
台
⾵
１
８
号
に
伴
う
⼤
⾬
に
よ
り
、
河
川
が
溢
水
し
、
安
祥
寺
川
流
域
で
、
床
上
１
４
棟
・
床
下
７
７
棟
、
四
宮
川
流
域
で
、
床
上

３
４
棟
・
床
下
５
３
棟
の
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、
安
祥
寺
川
か
ら
溢
水
し
た
水
が
、
京
津
線
ト
ン
ネ
ル
を
経
由
し
て
地
下
鉄
線
内
に
流

⼊
し
、
⼤
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。
令
和
３
年
８
⽉
の
⼤
⾬
で
も
、
同
様
に
地
下
鉄
線
内
に
流
⼊
し
、
⼀
時
運
休
し
た
。

○
課

題
河
川
の
狭
窄
部
（
JR
交
差
部
等
）
か
ら
の
溢
水
や
河
川
の
未
改
修
区
間
に
お
け
る
流
下
能
⼒
を
超
え
る
溢
水
の
ほ
か
、
上
流
か
ら
の
流
⽊
等
に
よ
る

狭
窄
部
で
の
流
下
阻
害
が
生
じ
て
い
る
。

⼭
科
北
部
地
域
に
お
け
る
⾬
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

浸
水
被
害
の
状
況
(京
阪
京
津
線
)(
R3
)

①
河

川
改

修
（

安
祥

寺
川

、
四

宮
川

等
）

②
流

⽊
対

策
（

安
祥

寺
川

上
流

の
砂

防
堰

堤
に

お
け

る
「

流
⽊

⽌
め

⼯
」

の
設

置
）

①
道

路
・

河
川

ﾊﾟ
ﾄﾛ

ｰﾙ
、

⾬
水

ま
す

の
清

掃
②

溢
水

被
害

軽
減

対
策

（
護

岸
の

嵩
上

げ
、

河
床

の
切

り
下

げ
等

）
③

⽌
水

板
の

設
置

・
訓

練
④

倒
⽊

処
理

⑤
山

科
三

条
⾬

水
幹

線
の

整
備

に
よ

る
内

水
の

排
除

浸
水

被
害

（
R3

.8
)を

受
け

て
の

取
組

①
「

府
市

協
調

に
よ

る
安

祥
寺

川
及

び
四

宮
川

の
改

修
に

係
る

政
策

協
定

」
を

締
結

(R
4.

1)
・

事
業

主
体

を
「

京
都

市
」

か
ら

「
京

都
府

」
へ

変
更

・
市

が
20

0ｍ
、

府
が

下
流

30
0ｍ

の
「

分
割

施
⼯

」
か

ら
、

府
に

よ
る

全
区

間
50

0ｍ
の

「
⼀

体
施

⼯
」

に
変

更
・

「
安

祥
寺

川
・

四
宮

川
整

備
推

進
室

」
を

設
置

し
、

府
市

協
調

に
よ

る
事

業
体

制
を

構
築

②
【

安
祥

寺
川

(J
Rア

ン
ダ

ー
付

近
)緊

急
連

絡
網

を
策

定
し

、
現

場
監

視
体

制
を

強
化

（
府

京
都

土
⽊

・
市

東
部

土
⽊

・
京

阪
電

鉄
・

交
通

局
）

】
③

関
係

者
と

連
携

し
た

⽌
水

板
設

置
訓

練
（

令
和

４
年

６
⽉

２
⽇

）

今
後

の
取

組

建
設 森

林
管

理
局

京
都

府
京

阪
電

鉄

上
下

水
交

通
⾏

財

止
水
板
設
置
訓
練
（
R4
）

府
道

四
ノ
宮

四
ツ
塚
線

安
祥

寺
川

溢
水

旧 安 祥 寺 川

J
R

地 下 鉄

京
阪
電

鉄
の

線
路

に
流

入

：
浸

水
箇

所

資料１０



○
浸

水
状

況
平
成
１
６
年
７
⽉
の
⼤
⾬
に
よ
っ
て
、
⽵
⽥
川
が
溢
水
し
、
床
下
浸
水
６
３
棟
及
び
道
路
冠
水
の
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
以
降
も
⼤
⾬
に
よ
っ
て
、
道
路
冠
水
等
が
発
生
し
て
い
る
。

○
課

題
河
川
の
未
改
修
区
間
に
お
け
る
溢
水
の
ほ
か
、
水
路
の
流
下
能
⼒
が
不
⾜
し
て
い
る
。

⼭
科
中
部
地
域
に
お
け
る
⾬
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

こ
れ

ま
で

の
取

組

①
⽵

⽥
川

の
河

川
改

修
（

Ｒ
５

完
了

予
定

）

①
道

路
・

河
川

ﾊﾟ
ﾄﾛ

ｰﾙ
、

⾬
水

ま
す

の
清

掃
②

浸
水

被
害

に
関

す
る

情
報

共
有

③
土

の
う

の
配

布
、

設
置

浸
水

被
害

を
受

け
て

の
取

組

①
⽵

⽥
川

の
河

川
改

修
②

農
業

⽤
水

路
の

取
水

⼝
に

ゲ
ー

ト
を

設
置

③
⾬

水
排

水
の

増
補

管
設

置

今
後

の
取

組

⽵
⽥
川
溢
水
状
況

（
H1
6）

（
⽵
⽥
川
改
修
前
）

（
⽵
⽥
川
改
修
後
）

⽵
⽥
川
へ

取
水
ゲ
ー
ト
設
置
(R
3) 浸
水
被
害
発
生
箇
所

建
設

上
下

水
⾏

財
産

観

竹 田 川

R
2.
11
）

京
都
市
⽴

⻄
野
⼩
学
校

旧 安 祥 寺 川

東
海
道
新
幹
線

⾬
水

排
水

の
増

補管
（

R
4 

上
下

水
道

局）

取
水

ゲ
ー

ト
設置

（
R

3 
産

業
観

光
局）

H
16
.7
）

⽵
⽥
川
未
改
修
区
間

⽵
⽥
川
改
修
済
区
間

国
道
１
号

取
水

ゲ
ー

ト
設

置
(
R
3
 
産

業
観

光
局

)

雨
水

排
水
の

増
補

管
(
R
4
 
上

下
水

道
局

)



こ
れ

ま
で

の
取

組

嵐
⼭
地
区
河
川
整
備
概
要
図

※
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
抜
粋

○
浸

水
状

況
平
成
２
５
年
台
⾵
１
８
号
に
伴
う
豪
⾬
に
よ
っ
て
、
嵐
⼭
地
区
で
は
、
桂
川
の
溢
水
に
よ
り
浸
水
家
屋
９
３
棟
、
浸
水

面
積
約
１
０
ha
に
達
す
る
被
害
を
受
け
た
。

○
課

題
桂
川
緊
急
治
水
対
策
に
よ
り
、
桂
川
の
治
水
安
全
度
は
向
上
し
た
が
、
ま
だ
、
他
の
河
川
に
⽐
べ
、
治
水
安
全
度
は
低
い
。

現
在
の
景
観
や
⽂
化
的
価
値
へ
の
影
響
に
配
慮
し
た
、
史
跡
・
名
勝
で
あ
る
嵐
⼭
に
ふ
さ
わ
し
い
治
水
対
策
を
検
討
。

桂
川
（
嵐
⼭
地
区
）
に
お
け
る
⾬
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

浸
水
被
害
の
状
況
(渡
⽉
橋
)(
H2
5)

①
嵐

山
地

区
河

川
整

備
・

⼀
の

井
堰

改
築

・
派

川
改

修
②

ソ
フ

ト
対

策
・

嵐
山

地
区

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
よ

る
情

報
共

有

①
桂

川
緊

急
治

水
対

策
(H

26
〜

R1
)

・
嵐

山
地

区
で

は
、

堆
積

土
砂

撤
去

、
6号

井
堰

撤
去

を
実

施
②

嵐
山

地
区

河
川

整
備

・
令

和
3年

3⽉
に

可
動

式
⽌

水
壁

の
設

置
を

完
了

・
令

和
4年

3⽉
に

景
観

に
配

慮
し

た
意

匠
⼯

事
を

含
め

た
左

岸
溢

水
対

策
⼯

事
が

完
了

⇒
可

動
式

⽌
水

壁
の

操
作

は
、

国
か

ら
委

託
を

受
け

、
京

都
市

で
実

施
（

R3
.5

〜
）

【
稼

働
実

績
】

R3
︓

3回
、

R4
︓

1回
③

ソ
フ

ト
対

策
・

ま
る

ご
と

ま
ち

ご
と

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

設
置

・
嵐

山
地

区
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

策
定

今
後

の
取

組

可
動
式
止
水
壁

稼
働
状
況

建
設

国
京

都
府

⾏
財

区
役

所


